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★
佐
々
町
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
「
地
域
力
を
生
か
し
た

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
高
齢
者
支
援
、

介
護
予
防
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

①
介
護
認
定
新
規
申
請
事
前

点
検
の
徹
底

　

介
護
認
定
新
規
申
請
事
前

点
検
と
し
て
、
介
護
認
定
調

査
員
が
訪
問
し
、
本
人
の
身

体
機
能
や
生
活
状
況
の
詳
細

な
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
限
定

研
修
一
日
目

●
研
修
地

　

長
崎
県
佐
々
町

　

人
口　

約
１
万
４
千
人

　

面
積　

約
32
平
方
㎞

●
研
修
内
容

◆
要
介
護
に
な
ら
な
い
取

組
み
に
つ
い
て

【
給
付
の
適
正
利
用
に
対
す

る
取
組
み
】

せ
ず
、
本
人
の
状
態
や
希
望

に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ

る
。

②
認
定
者
で
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
な
い
方
へ
の
訪
問
活
動

③
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
実

施

　

高
齢
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
自
立
支
援

型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
及

び
「
生
活
行
為
評
価
（
Ａ
Ｄ

Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
」
を
導

入
。
介
護
関
係
者
が
自
立
支

援
と
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
方

向
性
を
見
出
し
確
認
を
行

う
。

・
対
象
者
が
選
べ
る
多
種
多

様
な
通
い
の
場
（
生
活
機

能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
運

動
個
別
指
導
、
料
理
ク
ラ

ブ
、
農
作
業
な
ど
）
の
提

供
・
町
の
介
護
保
険
制
度
の
現

状
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
る

出
前
講
座

・
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
訪
問
型
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

・
介
護
認
定
申
請
窓
口
や
医

療
機
関
か
ら
の
情
報
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
交
換
会
な
ど
の
情

報
を
も
と
に
介
護
予
防
が

必
要
な
高
齢
者
の
把
握

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
７
名
で
高
齢
者
を
受

け
持
つ
「
地
区
割
担
当

制
」
を
導
入

　

住
民
が
介
護
予
防
に
つ
い

て
学
び
、
地
域
の
中
で
伝
え

続
け
て
い
く
こ
と
で
、
介
護

予
防
の
推
進
、
併
せ
て
地
域

で
支
え
合
う
地
域
力
の
再
生

に
つ
な
が
る
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
支

援
体
制
と
し
て
、
行
政
は

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
も
っ
て
「
き
っ
か
け
づ
く

り
」
を
し
、
専
門
職
が
地
域

に
出
向
き
住
民
の
方
と
触
れ

合
っ
て
地
域
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
地
域
の
力
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
介
護
事
業
は
時
間
が

か
か
り
、
す
ぐ
に
成
果
が
上

が
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、

職
員
が
じ
っ
く
り
取
り
組
め

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
重

要
で
あ
る
と
感
じ
る
。

【
介
護
予
防
に
関
す
る
特
徴

的
な
取
組
み
】

【
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
取

り
組
む
介
護
予
防
】

今
後
に
向
け
て　
　

研
修
地
位
置
図

川棚町川棚町

佐々町　　　　佐々町　　　　

佐々町の皆さんと一緒に佐々町の皆さんと一緒に


